
「とる、みる、話し合う」という機能に特化しています。3つ目の「学びあい」においては、文部科学省が2014
年に発表した「学びのイノベーション事業実証研究報告書」（注1）の中で、教育の情報化の意義として掲げた
「子どもたち同士が教え合い学び合う協働的な学び（協働学習）」を受けるもので、「DoYatta?!」でも、ICTな
らではの特徴を活かし、児童の発言を引き出す機能やデザインを工夫しています。

注1 文部科学省｜学びのイノベーション事業実証研究報告書（2014年） http://jouhouka.mext.go.jp/school/pdf/manabi_no_innovation_report.pdf

簡単機能で迷わない、授業の流れを妨げない
「とる＋みるのシンプル機能」

撮りたいシーンを逃さず撮ること、見たい動画を手早く探
して見返せること。スピーディーに展開する授業のなかで
も、とまどうことなく効率的に使えるよう、「とる」「み
る」の機能に特化。明快な画面設計で操作も簡単です。
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《4大特徴》

おっ！と思ってからでも撮り逃さない
「さかのぼり動画」

撮影のボタンを押すと前後3秒ずつ、合計6秒の切り取り動
画を生成。撮りたい瞬間を逃しません。

2

“学びあい”支援動画アプリ「DoYatta?!」販売開始
～学校授業での動画活用。6秒動画で簡単に「とる・みる・話し合う」～
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株式会社コンセント（本社：東京都渋谷区 代表取締役社長：長谷川敦士 以下「コンセント」）は、「学びあ
い」を支援する動画アプリ「DoYatta?!（ドヤッタ）」を、2017年6月中旬に提供開始いたします。

■動画アプリ「DoYatta?!」の特徴と概要
「DoYatta?!」は、デザインを通じて組織や社会の課題解決を支援しているコンセントが開発した、授業における
「学びあい」を支援する動画アプリです。ICT（Information and Communication Technology、情報通信技
術）の特徴を活かし、能動的で協働的な新しい学びのスタイルをデザインするために開発しました。誰でも簡単
に「とる・みる・話し合う」ことが可能です。

学校の授業で活用できる動画撮影ア
プリはいろいろありますが、2画面
での比較やお手本動画による学習な
ど、個人の技能向上をねらいとする
ものが多く、児童同士の「学びあ
い」に着目したものはあまり多くあ
りません。また、スピーディーな授
業の中で効率的に動画を活用するた
めには、スマホやタブレットの標準
動画機能だけでは不十分で、「撮る、
見る、振り返る」ための工夫が必要
になります。

今 回 コ ン セ ン ト が 開 発 し た
「DoYatta?!」は、１）授業でのス
ムーズな活用 ２）誰でも簡単に使
えること ３）「学びあい」の活性
化 の3つを基本設計思想におき、

東京学芸大学附属小金井小学校での実証授業の様子
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「DoYatta?!」お知らせ１｜β版アプリの配布を開始
正式リリースに先立って、β版アプリの配布も実施しております。ご希望の方は下記までお問い合わせくだ
さい。

株式会社コンセント 「DoYatta?!」運営事務局
E-mail：mdp@concentinc.jp

《β版アプリ配布に関するお問い合わせ》

「DoYatta?!」お知らせ 2｜第8回 教育ITソリューションEXPOに出展
2017年5月17日（水）から19日（金）まで東京ビッグサイトにて開催される、教育分野における日本最大の
専門展「第8回 教育ITソリューションEXPO」のコンセントのブースにて、本動画アプリ「DoYatta?!」を展
示。動画を使った学びあいの授業スタイルをご紹介いたします。
上記、β版アプリに関するご相談も、当日、ブースにて受け付けております。

会期：2017年5月17日（水）～19日（金）10:00～18:00 
会場：東京ビッグサイト
主催：リード エグジビション ジャパン株式会社
公式サイト：http://www.edix-expo.jp/ 

《第8回 教育ITソリューションEXPO（EDIX エディックス）概要》

主な出展内容：1）「とる」「みる」「話し合う」学びあい支援アプリ「DoYatta?!（ドヤッタ）」
2）読み・書き・インターネット時代に必要な力が身につくコンテンツ「情報モラルのタマゴ」

ゾーン名：教材・教育コンテンツ ゾーン
ブース番号：20-5（2階 A会場）
詳細：https://edix2017.tems-system.com/eguide/jp/details?id=55

《コンセントの出展概要》

観点がもてる、話し合いがはずむ
「学びあいを促進」

6秒という短い動画を切り取るため、話し合いの観点がよ
り明確に。また動画を見ながらの意見交換も活発になり、
誰もが主体的に授業に参加できるようになります。

3 教室で、外部へ共有
「幅広い活用シーン」

撮影した動画は、先生と児童、児童同士だけではなく、児
童の保護者とも共有して学校活動への理解を深めていただ
く等、さまざまな活用が可能になります。
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正式名称：「とる」「みる」「話し合う」学びあい支援アプリ「DoYatta?!（ドヤッタ）」
公式ロゴ：

提供開始日：2017年6月中旬（iOS版）
販売価格：480円（税込み）
販売場所：App Store
対象：小中学校、高等学校、その他（各種スクールなど）
動作環境：iPad iOS8.1以降
開発・販売会社：株式会社コンセント
アプリ公式Webサイト：www.doyatta.com

《仕様・動作環境》

教師

児童 児童 児童

保護者・家庭
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■開発の背景
近年、教育分野では、ICTを活用した教科書・教材や指導方法の開発を推進する取り組みが継続的に行われていま
す。

全ての小中学生がデジタル教科書を使うという環境実現のため、 2010年には一般社団法人デジタル教科書教材協
議会（以下、DiTT）が設立され、デジタル教科書・教材に関する課題整理、実証実験、普及啓発、政策提言等の
活動が進められています。

コンセントでは、1971年の創業時より今日まで教科書や教材の企画・デザインにも取り組んできました。DiTTに
も設立当初より幹事会社として参画し、2011年から2012年にかけて行われた岐阜聖徳学園大学付属小学校での
「情報」授業でのICTを活用した実証実験プロジェクトなど、いくつかの取り組みを続けています。

このように教育分野へのICTの活用に向け、政府、一般社団、民間企業が連携してさまざまな取り組みがこの約
10年で行われてきているものの、ICTを取り入れた授業のあり方や目指すべき学びの体験について、利用者の視
点に立った検討については、まだまだ課題が多いのが現状です。

こうした背景やDiTTでの活動経験をふまえ、コンセントがこれまで企業のコミュニケーション課題解決に向け提
供してきたユーザーエクスペリエンスデザインやサービスデザインの知見を活かして、「新しい学びの体験をデ
ザインする」ことをテーマとした具体的なソリューションとして、今回リリースする動画アプリ「DoYatta?!」を
開発しました。

コンセントでは、DiTTでの取り組みの一環として2014年から2015年の2年間、東京学芸大学附属小金井小学校の
協力のもと、実際の体育の授業にて、iPadの動画を活用して「記録・観察・振り返り」を行う実証授業を実施し
ました。実証の結果、動画として可視化することで「授業がわかりやすくなった」という効果があった一方、
「撮影に対するモチベーション維持と技術の必要性」「スピーディーな授業において短時間で動画を見返す工
夫」「児童同士が意見を言い合う環境の活性化」といった課題を抽出しました。

これらの課題をふまえ、「“いいね！でプレイを切り取りシェアするアプリ”があれば、児童たちが能動的・協働
的に学べる環境を支援できるのではないか」という仮説のもと、プロトタイプを制作。東京学芸大学付属小金井
小学校の他、いくつかの小学校での検証授業等を通して得られた先生や児童の意見を反映してブラッシュアップ
し、今回のアプリ開発に至りました。

本アプリを販売するだけではなく、教育現場の先生たちと一緒に動画を使った「学びあい」を支援する授業スタ
イルについて、研究的な活動として今後取り組んでいきたいと考えています。
教育分野において、コンセントがこれまで培ってきた知見を有機的に結びつけ、教育効果を改善し、新しい学習
体験の提供に努め続けてまいります。

お問い合わせ先
■本プレスリリースに関するお問い合わせ、取材等のご相談
株式会社コンセント PR div 岩楯ユカ（いわだてゆか）、河内尚子（かわちなおこ）
TEL: 03-5725-8201 E-mail：info@concentinc.jp

■「DoYatta?!」β版アプリ配布に関するお問い合わせ
株式会社コンセント「DoYatta?!」運営事務局
E-mail：mdp@concentinc.jp

株式会社コンセントについて
株式会社コンセントは、デザインを通じて、組織、人、社会の課題解決を支援するデザイン会社です。
1971年の創業以来培ってきた、エディトリアルデザイン、情報アーキテクチャ（IA）、人間中心設計、サービス
デザインなどのデザイン領域の専門的知見やアプローチを活用し、企業などの組織を対象に、広報・マーケティ
ングや、事業開発、組織へのデザイン思考導入などの幅広い分野で支援をしています。

コーポレートサイト http://www.concentinc.jp


